


















（Flexor hallucis longus tendinous slips and the relationship to toe function and foot disorder,
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positive test、浮き趾、つま先立ち評価の比較には Kruskal Wallis 検定を行
った。 
②足趾機能と足部障害の関係 










MTP 関節のみを屈曲する方法（IP 伸展条件）と MTP 関節と IP 関節の屈曲
を行う方法（IP 屈曲条件）間で筋弾性率を比較した。 
（ⅱ）内在筋をターゲットにした足趾屈曲トレーニングの開発 
等尺性MTP 関節屈曲運動（MTPF）と short foot exercise 間で筋弾性率を比
較した。 
Ⅱ. 成長期の対象での足趾トレーニング効果の検証 











母趾外転筋、短母趾屈筋、短趾屈筋において IP伸展条件の方が IP 屈曲条件よ
りも有意に弾性率が高かった。 



















スポーツによる足部障害のある成長期患者において FHL 分枝テストで FHL 分
枝数を評価し、それに基づいた足趾トレーニングを個別に立案し実施すること
が治療の一方法になると考えられた。足趾トレーニングには MTPFを用いると、
足趾にかかわる多くの機能を改善させることが期待できる。 
 
 
